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『喜びの道』よ、続け!
           38度線を越えて

   第2連合 北海道 旭川支部 
                                朴香子

  '目玉焼き'という日本語を初めて聞いた時、何の目玉を焼いたのだろうと恐かった。
'すみません'を韓国語の'죄송합니다 （申し訳ありません）'と習ったので、目上の方にお酒をついでもらった人が何度も'すみません'をいうのをみて、お酒をついてもらうことがあれほど謝ることなのかと不思議だった。

一見似ているようにみえて全然違ったりもするのが、日本語と韓国語の面白い点でもあり難しい点でもあると思う。それは、習う時も教える時も同じなのかも知れない。

"先生のご主人に感謝します。先生のご主人が先生と結婚してくれなかったら、先生に会えないところでしたもの。いつか是非先生の国に行っ

て見たいです"
 当時20代だった女子生徒に言われた、忘れられないことばである。
 "私の頭が悪く覚えるのが遅いので、先生に迷惑をかけるのではと、いつも申し訳なく思います"
と言う彼女に
"謙虚に言っているのは分かるけど、そのように言うのはせっかく産んでくださった両親に親不孝ではないだろうか"
と答える私の発想が、日本人と全然違って嬉しいと、彼女は言っていた。

 その後、念願かなって彼女は韓国に留学に行き、韓国人男性と結婚して、今では2人の子供の母親になった。 結婚が決まるまで、何事もなく順調にばかり行ったわけではない。韓国の両親に激しく反対され、何度か別れ話も持ちあがったけれど、その度うちに来て泣きながら彼に電話をかけたりして、何とか結婚まで辿り着いたものだ。 

 その後韓流ブームが起き、それまで小さなコミュニティセンターで何人かに教えていた私の教室は、どの教室も受け付け開始30分で定員オーバーとなり、次々と教室の数を増やさなければならなくなった。

 同時に、私が住む街と韓国との間の交流も次第に増え、囲碁やサッカー、交響楽団などのグループの通訳をしたり、いろいろな書類の翻訳をしたりと忙しくなった。
 法廷通訳、小中学校の派遣講師、町を紹介するビデオのナレーターなど、沢山の名刺を使いわけながらあちこちを走り回る 私の日常は、それこそてんてこ舞いだった。

 その中で自分でも楽しめる仕事は、日本人の反応を直に感じられる講演会の仕事だ。大体韓国の家族のことを話すことが多いけれど、最近は反応がよい話を中心にある程度決めている。

  韓国の南地方の農家に生まれ、畑や田んぼの仕事を手伝うのが当たり前の環境で育ったけれ

ど、貧血が酷かった私は近くの木陰で休んだり宿題をしていることが多かった。
 なのに何故か、大豆畑の草取りをした時のことはずっと記憶に残っていて、教室でも講演会でもよく紹介している。

 多分小学校4～5年生の時のことだと思う。母と姉のまっ中に私が挟まる形で、3人で一列になり豆畑の草取りをするのだけれど、私があまりにも遅れをとるものだから、母と姉が両方から手伝ってくれながら進んでいた。
それでも、列の端を見たら果しなく、いつ終わるのだろうと気が遠くなり、私はやる気を出せずにいた。

 そんな私に母が
"遠くを見るんじゃない、後ろを見てみなさい。豆達が喜んでいるのがわからない?目の前の豆を1本1本喜ばせてあげようと思ってやると楽しいよ"
と、言ってくれた。
 それで、後ろを振り返ってみた私は幼心にもす

ごく驚いた。どれが豆か草かわからない目の前の豆に比べ、きれいに草が抜かれ手入れされた黒茶色の土の中で、堂々と誇らしく立っている後ろの豆達は、生き生きと嬉しそうだったからだ。
 今でもその日の土の色、青々とした豆の葉の色を鮮明に覚えている。その後、私は一度も休まず、よそ見もせず、貧血も起こすことなく、最後まで喜んで草むしりをしてのけたのである。

 ハングルを習う時、最初に出くわす難関鼻音化を教える時、私はこのエピソードをリアルに生々しく話す。それから
"何を言わんとしているかわかりますね？あまり遠くを見なくていいんです。目の前の単語一つ一つをしっかり覚えて行きましょう。そうしているうちにいつの間にか、読めるようになり話せるようになるんです。
 私も初めて日本の新聞をみた時、漢字の多さにくらくらしていました。でも、ひとつひとつ覚えているうちに、今はたまに読めない字はあるけど普通に読めるようになりました。小説も日

本語で読むんですよ。特に直木賞受賞作が好きでよく読んでいます"
この辺で1度拍手が巻き起こる。
"諦めない限り、皆さんにもその日は来ます。もしも、その日が来なかったとしても、煎餅を食べながらテレビを見ていてもよかったのに、皆さんは今日ここに来ました。80億人類の中で私達はこのように一緒にいるんです。感動的ではありませんか？素晴らしいことです。'始まりは半分'というように、今日始めたので終わったも同然です。韓国語で話せそうな気がしてきましたか?"
ここで2度目の拍手。

 私には、脚でも悪くなって通えなくなるまで、耳が聞こえなくなるまで通い続けるつもりだと言ってくれる生徒がいる。雨が降っても大雪になっても、5分前には全員そろって待っていてくれる生徒達がいる。
名寄や留萌、遠くは幌延や稚内から通ってくれ

ている人もいる。授業料よりはるかに高い交通費をかけながら。
"ハングルを習うのもいいけど、先生に会いたくて来るんです。先生の笑顔をみて、先生の話を聞くと元気になるんですから"
と、言ってくれる。
 時には歴史の勉強会に、時には料理教室に、時には人生相談会にもなる私の教室、そしてそこに来てくれる大切な生徒達、これは日本に来て見つけた『私の宝であり、プライドであり、喜びである』

 '日韓比較文化論'、'韓国人が思う日本人'、'日本人と韓国人の違い'などのタイトルでいろんな所で色んな話をしているうちに、小さなこの街で私はそこそこ有名になっていた。
 そのため、自分のことばの重みや責任を感じることもある。なので、最近は今までより慎重に言葉を選んで話すように心がけている。

 子育ても終わり、時間に余裕ができた今は
"月に1度だけでも何とかお願いします"

といわれ、車で１時間程離れた富良野まで出張講義にも行っている。
 この6月、旭川から美瑛を通り富良野に行く道は本当に美しい。若草色に染まった白樺並木、神秘的に重なる稜線の丘に立つ親子の木、青々とした小麦畑を渡る風、抜けるような空、その先に雪を被って聳え立つ大雪山連峰…。
 北海道の原住民アイヌの人々が『カムイミンタラ（神々の遊ぶ庭）』と呼んでいるここは、どこをどう撮っても絵になる。この辺全体が まるごとお庭"なのだ。
 
 私はこの美しい道を、'赤毛のアン'にならって『喜びの道』と、名付けた。

 今月は富良野で料理教室が予定されている。
いつでも決まった時間に私を待っていてくれる生徒に会いに私は走る。『喜びの道』を走る。
 
そして、思う。この道を走り続けて韓半島の38度線を越えられたらどんなに幸せだろう。
 私は決して、その夢をあきらめない。あきらめ

ない限りその日が来ることを信じて。
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